心理Ⅰ(上原泉)

導入

○心理学とは？

＝人間の心や行動について追求する学問

　内容はさまざま←ひとりひとりが心を正しく把握できればシンプルだが、人は自分の心を正しく把握しているわけではない

　Ex)・記憶はいつも正しいとは限らない。後から吹き込まれる情報によって記憶は変容していく。

　・感情をとりちがえることがある。Ex)”ときめき”はいつも正しいとは限らない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心臓がどきどき→怖いから？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　↘好きだから！（つり橋効果）

　　Cf)つり橋効果の実験

　　　一方のグループでは被験者がつり橋を渡る前に、そしてもう一方のグループはつり橋を渡っている途中で、実験者の女性が電話番号を渡すと、つり橋を渡る前に渡されたグループのうちで、電話をかけてきた人は数人、つり橋を渡っている途中で渡されたグループのうちで、電話をかけてきた人は半数以上という結果になった。これは、後者のグループがつり橋を渡ることによるドキドキを女性が魅力的だったことによるものと勘違いしたためである。

　以上のように、自分の心や行動を、正しく分かっているようで、実はよく理解していない。

　直感のあやうさ、思い込み、誤った信念、無意識な心の動き

　　→調査・実験を行い、人の心や行動に関する客観的な事実を導くのが心理学の役割

　　　　仮説生成⇒データ収集⇒統計分析

○心理学で分かること

・人の心や行動に関する客観的事実

・人の無意識的な心の働き･行動

・心の働きの普遍性、文化差、年齢差

・心･行動と関連する脳や身体の働き

　→心理学はさまざまな方面で役に立つ

　　　ロボット製作、コミュニケーション学、教授法
心理学の方法論

○心理学の知識･事実だけ覚えればいいのだろうか？

　　調査･実験(どのようにして導き出されたのか)も紹介する。

　　人間の心･行動についてもわかっていないことがいまだに多い。

　　ちまたでいわれていることが必ずしも正しくない。

　→より客観的な知見となるためには、それなりの手続きを経る必要がある。

　→客観的な知見とそうでない知見を区別する。

○心理学の難しさ

　・全体としての傾向vs.個人差

　→多くの人で見られる行動パターンを把握した上で、個人差を見ていく。(個人差に対応する)

　→どの範囲の人の間で共有される行動パターンなのかを見極める必要がある。

　　→実証的な手法による追及(調査･実験)

　・人は自分(たち)のことを分かっているようで実はわかってない

　→人間の行動一般について言う場合には慎重になる必要がある。

　　Ex)○○人は△△だ。誤解や偏見につながる。

　　Cf)日常生活では、直感的な判断に特に大きな支障はないし、むしろ有効な判断方法である。

○なぜ調査や実験が必要なのか？

　1)直感のあやうさ、誤った信念(一般に信じられていることのなかにもある)

　　Ex)・若者の殺人率が日本で圧倒的に高い？→50,60代のほうが高い

　　　・女性は感情的？→男女で差はない

　　　・血液型と性格の違い？→自分に一致する情報ばかりに目が行くだけ。

　　　・西洋は個人主義で、東洋は集団主義？→どんな文化でも個人主義と集団主義はある。タ二つだけの単純な区分はできない。　タイプがちがうだけ。

　　　　ミルグラムの実験；服従の心理。直感の危うさ・誤った信念の誤りを示した。

　　　　　　　　　　　　　人間はある状況下におかれたら、ちょっとした命令にも服従してしまう。

　　　　ミルグラムの実験(ナチスドイツの非道行動についての実験)

　　　　　　サクラである生徒役が何かを覚える。被験者である教師役は生徒役が間違えると電流をなす罰を与え(実際には電流は流れていない)、生徒役は痛がる演技をする。間違えるたびに電流をあげなければならないのだが、教師役はどこまであげることができるのか？

　　　　　　　→やめようとしても、「続けてください」といってちょっとした命令にしたがってしまい、半数以上が最高レベルまでボルト数をあげた。→ドイツ人でなくて、普通のアメリカ人でも、１つの実験協力で非道になりうる。

＊人間特有の社会的認知・対人認知
[image: image9.png]


　・外集団均質化効果：自分が属していない集団の人の特徴は均質だとみなす傾向あり。
　・錯誤相関：ある人物の評価をその人が属する集団の特徴として一般化する傾向あり。
　　　自分が属していると思う集団：内集団･･･いろんな人がいると認識

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↕

                                　外集団･･･一くくりに見てしまう

2)自分(たち)のことをわかっているようでわかっていない。
　間違って把握する場合以外に無意識な(意識できない)心の働きや行動パターンがある。

　　Ex)サブリミナル効果



[image: image10.emf]エビングハウス（ティッチェナー）錯視















　ただし、実験･調査を行うには、きちんとした手続きを踏む必要がある。

○どのように調査･実験を行うのか？

　・調査とは？

　　「現実をありのままに把握し記述する」･･･こちらからふみこんで調査したりはしない。

　　Ex)質問紙調査、インタビュー、自然的行動観察

　・実験とは？

　　「こちらが意図的に、計画的に、条件を統制して、変数を操作し、因果関係についてより明確な結論を得ようとするもの」

　　　←意図的に、条件に一か所の違いを作ることによる。異なる結果が出れば、その結果が何の条件に起因して生じたのかわかる。
　　Ex)暴力番組の影響、プラシーボ効果(ニセ薬でも暗示で効果が出る)、実験的行動観察

[image: image11.emf]ヘリング錯視

　　独立変数：操作する変数(実験者が操作する値)
　　従属変数：独立変数の操作の結果として得られる値
　　　Ex)被験者は①、②ともに５歳の子供20人（男女10人ずつ）※①と②の被験者は別

それぞれに異なる内容のビデオを見せた後プレイルームへ連れて行き、人形に対して暴力をふるう回数・時間をチェックする。
　　　　　①暴力シーンのあるビデオを30分間見せる。→人形に暴力をふるう様子をチェック

②暴力シーンのないビデオを30分見せる。→人形に暴力をふるう様子をチェック　

　　　　　　　　↑　　　　　　　　　　　　　　　　　↑　

　　　　　　独立変数　　　　　　　　　　　　　　　従属変数

	
	相関関係 
	因果関係

	調査
	    ○
	   ×

	実験
	    ○
	   ○
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・相関関係：一方の変数が変化すると他方の変数も同時に変化する関係。

　　　Ex)数学と物理の成績の相関･･･正の相関関係がある･･･どちらが原因か分からない。

・因果関係：一方の変数が原因となって他方の結果がもたらされる。
　・実験体験

　　　読み上げる20単語を聞いて覚える

　　→その後　①単純な計算を行う②なにもせずに頭の中で単語を思い出す　人に分ける。

　　→①と②の人はどちらが多く単語を思い出せるのだろうか？

　　これはリハーサル群と妨害群の成績の比較の実験である。
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　　リハーサル群：出力前にあらかじめ要素を頭の中で復唱できる(ここでは②)

　　妨害群：出力前に無関係の作業を行わせ、要素の復唱を妨げることで記憶を妨害させる(ここでは①)

・被験者(対象者)は？

　　被験者は条件間で同じか異なるか？
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　　　刺激の選択

　　　条件の設定

　　　手続き(手続き)をあらかじめ考えておく。

　　　条件の操作以外で、実験結果に影響を及ぼす可能性のある要因をできるだけ排除する。

　　　　Cf)カウンターバランス、コントロール条件

　　　　Ex）意味のある単語だと覚えやすさに差が出るので、実験には無意味つづりを用いることが多い。
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被験者内比較；全条件を全被験者に行わせる。

　　被験者間比較；被験者をいくつかのグループに分け、グループごとに条件を変える。
　・ホーソン効果
　　1930年代、＠アメリカイリノイ州電力会社ホーソン工場

　　目的)工場の証明と作業効率の関係

    結果)照明を明るく→作業効率あがった

　　　⇒照明を明るくするとよい？

　　but、従来の照明でも作業効率はあがった

　　　⇒実験に参加することによる意識の高揚が作業効率を上げた要因だった。

←剰余関数（干渉関数）の働きにより余計な効果が出た。

　

・実験･調査の実施は難しい

　　Ex)・ホーソン効果

　　　 ・数学的論理能力の文化差？･･･被験者の理系・文系の比率の違いで差が出てしまう。

　　　 ・外国語効果(慣れない外国語を使っているときは思考力が低下している)

　　＊実験者効果

　　　実験者が被験者(対象者)の行動に意図せずに及ぼす影響

　　　　Cf)ピグマリオン効果(生徒は教師の期待に応えて頑張る)
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　　・信頼性：測度の精度に関する概念…反復して同じ結果が得られるか？

　　・妥当性：尺度の正確さに関する概念…実際に計ろうとしているものが計れているか？

　　　参考文献；「心理学研究法」高野・岡（編）　有甲閣アルマ他
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　　　　　内的妥当性、外的妥当性(→実験でもとめられる妥当性)

　　　　　内容的妥当性、基準関連妥当性、構成概念妥当性
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　内的妥当性･･･従属変数の変化(結果)の原因が独立変数の操作に帰せられる度合い
　　　　　　　 (他の要因が原因である可能性が低い) Cf)ホーソン効果

　外的妥当性･･･実験結果(因果関係)が一般化しうる度合い･･･満たされることが案外少ない

　　　　　　　　（条件を統制しようとすると不自然な状況になるため）

　内容的妥当性･･･表面的な測度のもっともらしさや直接的関連性･･･適切な手法をとってるか？

　　　　　　　　　Ex)算数の能力と算数のテスト→妥当

算数の能力と物理のテスト→妥当でない

　　　　　　　　　Ex)模倣行動を調べたい･･･実際にどれくらい模倣するかみる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（まねしたいと思いますか？の質問は×）

基準関連妥当性･･･ある測定が、別の客観的な基準となる測定とどのくらい整合的に対応しているか。
　　　　　　　　Ex)好みと面接採用(併存的妥当性)
　　　　　　　　Ex)好みとその後の対応(予測的妥当性)

　　　　　　　　Ex)テスト開発（予測的妥当性）
　構成概念妥当性･･･測定しようとしている理論的構成概念をその測度がどの程度測定しているか(他の概念を測っていないか)

　　　　　　　　　Ex)怒りの感情を調べたいときに「眉をひそめる」という指標が妥当か？

○調査･実験実施後のデータ処理

　・図や表にまとめる

　・可能なら、平均値(測定値の垂心)、標準偏差(ばらつきの指標)をもとめる

　　→統計による検定を行う＝統計的仮説検定

　なぜ検定を行うのか？

　Ex)１組(平均63,0標準偏差17,9)と２組(平均58,0標準偏差15,3)の成績の差は有意な差か？

　　　→統計による検定(t検定など)をおこなう

　　　１組と２組の正規分布どうしの差(t分布)をくらべる

差がない＝帰無仮説(１組と２組を同じである)を立てるところから始める

　　　 ↓but５％以下の確率でしか起こりえないほどの差が出た

　帰無仮説はおかしい

　　　 ↓

　対立仮説を採択
　１組と２組の英語に有意な差？　一要因　対応のないデータ→t検定

　１組の英語と数学に有意な差？　一要因　対応のあるデータ→t検定

　１組と２組の英語と数学に有意な差？　二要因　一部対応あり→分散分析

　Cf)平均値が求まらないデータ

　　Ex)成人女性の好きな色(300人)と成人男性の好きな色(200人)

　　　 →人数違うから比率で測定する

　　　 →男女の色の好みの分布に有意な差があるのか？(カイ二乗検定)
記憶

○記憶の過程
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上の名称は心理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (　)の名称は情報系で使う

入力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  出力

見る　　＝意味変換　　　　　　　　　　　　　　↑

聞く　（「机」という単語→机のイメージ）　　ここを測定し、記銘･保持の様子を推測する。

○記憶の種類(内容の分類)

　・手続き記憶(からだを使って覚えるもの)

「運動技術、身体的な行動の記憶」Ex)自転車のこぎ方

　・意味記憶
　「知識や事実の記憶」Ex)年号など　…言葉とリンクしている。言語発達に伴う。

　・エピソード記憶
　「個人的なエピソードの(日記的)記憶」Ex)昨日の朝何食べた、誰とどこいったなどのイベント

　　　自伝的記憶

　　　「より自己に結びつきのある、思い出に相当する記憶」

　　　　Ex)大会での優勝など思い入れのあるもの

　手続き記憶　　赤矢印･･･発達の順番

　　↓　↑　　　緑矢印･･･ダメージの受けやすさ

　 意味記憶　 

　　↓　↑　　　　言語･言葉を通してえられるもの
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エピソード記憶

自伝的記憶　　　　

３～４才で得られるもの。人間だけが有するといわれる。

Ex)３歳未満の子供は互いにエピソード記憶を話し合うことはない

　記憶障害＝健忘症…アルツハイマーやアルコール中毒などによる。

　健忘症

　　＊前向性健忘：発病時点以降の記憶障害、新しいことを覚えることができない。

　　＊逆向性健忘：発病時点を境として、それ以前の経験が思い出せない。

　　　　　　　　　発病時点直前の記憶障害が大きい。
○エピソード記憶･自伝的記憶(思い出)

　・ダメージを受けやすい

　・日常会話の話の大半をこれが占める

　・互いの記憶を語り合ったり、思い出を懐かしむのは人間のみ

　・乳幼児健忘(幼児期健忘)…幼少期（０，１，２歳）の経験が思い出せない。
　・高齢者の思い出･･･レミニセンスバンプ(20代～30代の出来事を思い出しやすい

←自分にとって意味があると思われることが多い。)

○思い出とは？

　・自分で回顧する　(本人の性格･志望の形成に重要)

　　　Cf)不随意記憶

　・他者と共有する→文化･社会の形成との関連

　・コミュニケーションの活性化

　・人間関係の形成･維持

　・思い出をどう残すかが重要？

　　　Cf)認知症の治療に思い出を語らせることが増えている

○顕在記憶と潜在記憶(意識の視点)

　・思い出せないことは、本当にまったく記憶していないのか？→No！

　・自分では覚えていないと思っていても、覚えているとしか言いようのない記憶がある。

　　　→無意識的な記憶(潜在記憶)

　・顕在記憶；自覚的に思い出せる記憶。言語的記憶が主。

　　　再認：見覚えのあるものを選択する。または１つずつ見て見覚えがあるかないか答える。

　　　　　Ex)この絵は見覚えがありますか？etc

　　　再生：見覚えがあるものを思い出して答える。Ex)昨日覚えた単語を言ってください。

　・潜在記憶；自覚的に思い出せないが、行動に現れるような記憶。
　　・運動の記憶(手続き記憶)(多少の顕在記憶も含まれはするが大半は潜在記憶)

　　・トラウマ(ショックが大きいほど抑圧して潜在化させる。語ることによって癒すことができない分治りにくい。Ex.ある場所を通ると気分が悪くなるetc)

　　・条件付けEx)パブロフの犬

　　・プライミング

　　　　特に注意を向けずに無意識的に経験したことが後の行動を促進するような効果

　　　　･･･意識的に思い出せなくとも学習したことは身についている！

　　　　　 Ex)英単語は１周目より２周目のほうが覚えやすい！
※プライミング：単語完成課題

　　・次の○に文字を入れて意味のある単語を作成してください

　　　1)エ○○○ド⇒エピソードetc.

　　　2)き○○　　⇒きおくetc.　　　授業でやった単語が出やすい！

　　　3)お○○○　⇒おもいでetc.

　　見覚えがない(再認･再生ができない)のに先に見た単語を思い浮かべることが多い！！

　　学習との関連　Ex)外国語学習

　ただし、ネガティブプライミング(後の行動を阻害するような効果)もある。

　・前に無視して抑圧したものが、次に現れると認識に時間がかかる。

　・卓球選手がテニスをやるとしみついた動きが邪魔をする。

　短い時間しか見なかったものも、意識的には忘れても、無意識に記憶に残る場合がある

　　Cf)サブリミナル効果
　　　 顕在的にではなく、潜在的に記憶されるものにたいしてより好感を抱くようになる傾向がある。サブリミナル効果とは、一瞬しか見なかったものが潜在的な記憶となり、それにたいして好みや親しみがますことである。

手続き／意味／エピソード･自伝的記憶

潜在記憶　　　　  顕在記憶
                     ↑

　　　　　　　ダメージを受けやすいCf,事故による脳損傷・痴呆
○記憶の間違い

　自分で正しいと思っている記憶も、結構間違っていることがある
（目撃証言も変容することがある。）

　目撃証言の信頼性　Ex)面通し…目撃者に容疑者一人だけの顔を見せるのは×
　　何歳ぐらいから証言者となりうるのか？→５歳以上

　　＊子供の報告の信頼性；４歳以下では想像上の話との混同あり
　＊バートレット(Bartlett,1932)の反復再生法

　　記憶した内容を繰り返し再生させると、変容していく

　　自分がもつ知識の枠組み(スキーマ･スクリプト)にあうように記憶内容を変容させる。
○記憶の区分(時間による区分)

　感覚記憶：入力した情報を数秒だけ保持できるシステム→スパーリングの実験

・短期記憶と長期記憶

　短期記憶：入力された情報を数十秒間保持するシステム

　　　　　　短期記憶の容量(数十秒間覚えていられる個数)は７±２が限界

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝メモリ・スパン(記憶範囲)

　　　　　　☆より多く覚えるにはどうしたらよいか？

　　　　　　　→チャンク(塊)で覚えると良い

　　　　　　　→リハーサルをして、長期記憶にすると良い

　長期記憶：入力された情報を長期間保持するシステム

　　　　短期記憶に貯蔵された情報のいくつかはリハーサル・チャンク化により長期記憶へ。

　　　　　　　　長期記憶は大量の情報の保持が可能、時間の経過に伴う減衰は少ない。
想起できないのは、意識的な想起の失敗による。

　　エビングハウスの保持曲線
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○記憶は干渉しあう(似ていれば似ているほど)

　　　逆行抑制：あとから覚えたことが先に覚えたことを思い出しにくくする

　　　　日本史勉強EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(干渉！),←)世界史勉強　→日本史のテストbut世界史のことばかり思い出す

　　　順向抑制：前に覚えたことがあとから覚えたことに干渉する

　　　　日本史勉強EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(干渉),→)世界史勉強　→世界史のテストbut日本史のことは覚えているのに…

　　＊逆行抑制は順向抑制より干渉効果が強い。

　○系列位置効果(初頭効果・親近性効果)
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学習

○古典的条件付け；元々ある反応を利用する
ex)パブロフの犬；ハーネスに犬をつなぎ、餌を食べている時にブザーを鳴らす。

→ブザーの音が鳴ると唾液が出てくるようになる。

　　条件刺激（CS）　　　　　　　　　　　　　探索反応または「おや何だ」反応
　 メトロノーム　　　　　　　　　　　　　〔CSに向けて注意を向ける反応が生じる〕

　 音さなどの音　　　　　　　　　　　　　 条件反応（CR）
無条件刺激（US）                   　　無条件反応（UR）
〔肉粉〕　　　　　　　　　　　　　　　　〔唾液分泌〕

　※無条件反応：生得的な反射的反応。必然的に誘発される。

　　無条件刺激：無条件反応を生じさせる刺激。

　　条件刺激：繰り返し一緒に提示されることにより学習され無条件反応を生じされるように

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…条件反応

標準的手続き(CSがUSにわずかに先行）→一番条件づけしやすい。

　　同時条件づけ（CS提示のあと５秒以内にUS提示）　　　　　　　　条件づけしやすい

　　遅延条件づけ（CS提示のあと５秒以上たってからUS提示）
　　痕跡条件づけ（CS停よりあとにUS提示）
　　逆行条件づけ（US提示がCS開始より前）　　　　　　　　　　　　条件づけしにくい

○オペラント条件付け(道具的条件付け)；元々何も関係性がない反応を条件づける

・基本的枠組み

　自発的な行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 強化刺激提示or除去

・正の強化（何かを与えることにより行動パターン強化）
　自発的な行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 正の強化子提示
(例：レバー押)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(例：エサ)

たまたま、ある行動をしたらいいことがあった！

また、あの行動をしたらいいことがあった！

→頻繁にその自発的な行動を行うようになる

　この場合の強化刺激を正の強化子(報酬刺激)という。

・負の強化（いやなことを除去することで行動パターン強化）

　自発的な行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 負の強化子除去
(例：机に向う)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(例：怒られない)

　ある行動をすると、嫌なものが除去されるので、その行動を頻繁に行うようになる

　この場合の強化刺激を負の強化子(嫌悪刺激)という

・負の罰（正の強化子が除去される）
　自発的な行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 正の強化子除去
　(例：走る)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(例：エサなし)

・正の罰（負の強化子が与えられる）
　自発的な行動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 負の強化子提示
　(例：○に触る)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(例：怒られる)

　＊用語の意味(混同しやすいので注意！)
　　・正の強化や負の罰と言った場合の「正」「負」はそれぞれ強化子の「提示」「除去」を表す

　　・「強化」「罰」は自発的な行動の「増加」と「減少」を表す

　　・正の強化子、負の強化子の「正」「負」はそれぞれ「報酬」「嫌悪」を表す

○試行錯誤・洞察
　試行錯誤：とりうる手段を問題場面に試み的に当てはめ、試みと不成功を繰り返すうちに解決　を見出そうとするやりかた

　　ソーンダイクのネコの問題箱：試行錯誤学習の実験

　　　仕掛けのある箱から出させる→ネコは何度も手当たり次第にやる

　洞察：過去の経験や状況をふまえて、一気に解決の見通しを立てること

　　ケーラーのチンパンジーの洞察
　＊高度な動物ほど、試行錯誤よりも洞察を用いる。

○学習セット(学習の構え)
　学習セットの形成＝学習の仕方を学習すること

　＊学習セットの形成の過程は、試行錯誤から洞察へと変わっていく過程

　　　Cf)サルの弁別実験

　　　　　ある図形を選べば正解とするゲーム。

施行ごとに正解が変わると試行錯誤で学べば、正解が変わっても対応できる。（次からは意識的に答えを探す。）→徐々に誤りが減少。

　　　　　学習の学習とも言われる。

○学習の転移
　前に学習したことが、後の学習に影響を及ぼすことを言う

　　バイオリンの学習→(正の転移)チェロの学習

　　練習して獲得した技能は、他の場面にも応用できることが多い

　　卓球の学習→(負の転移)テニスの学習

・鏡映描写：鏡にうつった像をみながら図形をトレースする

　　右手で訓練学習→左手に正の転移（左手でも容易に課題ができる）

　　左手で　〃　　→右手に　〃　　（　　　　　　〃　　　　　　）

→両側性転移
　類似度の影響と転移の度合い

　　右手(左手)で学習後に左手(右手)で実施すると容易に(エラー数少、時間も少)課題できる

　　訓練した施行と類似度が高いものの方が転移しやすい。

○学習法

　分散学習＞集中学習
　　作業の間に休憩時間を長くとるほうが(分散)、短い場合(集中)に比べて成績がよい

　　技能学習は、特に分散学習の方が効率が良い
　全習法：最初から全体としてひとまとまりで練習する方法

　分習法：部分に分けて部分の練習を積み上げていく手法

　　できうる範囲で、まとめて行ったほうがよい場合が多い。分割しすぎると効率↓↓

　試行錯誤ですべて自分で行うのは効率悪い

→動作、やり方を観察し模倣すると効率↑

　　　言葉で教えると効果↑(ガイダンスの効果)

　　　ガイダンス(解説)あり＞ガイダンスなし
　反復学習の効果

　　反復して学習(訓練)すればするほど(たとえば、外国語)意識的に思い出せる量も増える

　睡眠の効果：就寝条件と活動条件での忘却度の差

　　　　　　　就寝条件では活動条件より忘却の度合いが少ない

（起きていると他の活動が妨害効果となり、暗記した内容が飛んでしまう。）
動機づけ

　・動機：行動を引き起こす内的な推進力

　・目標(誘因)：行動の対象となるもの

　・動機づけ：動機と目標(誘因)により行動が方向づけられ持続する過程

　　　　　　　行動の理由を考えるための概念

○動機の種類

☆生理的欲求…個人的なもの

　渇き、飢餓、睡眠、呼吸、苦痛、回避

　個体の生命維持、生得的な機構に基づく

　ただし、人間の摂食行動は習慣、嗜好、心理状態など心理・社会的要因による影響もある

　　Ex)2倍の速さで針が動くように設定された時計の摂食回数への影響

　　　　→肥満の人ほど、時計どおりに食べる

☆性的欲求や母性欲求(基本的欲求)…子孫の存続に関わる（⇔一個体）

　高等哺乳類では、発達早期の社会経験の影響もある

　　Ex)群れから隔離されて育った個体は子に愛情をもてない

※人間には、心理的要因、経験的要因、他者との関係性に基づく要因(人間関係形成など)がある

☆社会的動機Cf)マズローの欲望の段階

　達成、親和、承認、攻撃、支配、恭順、顕示など

　社会のありかた、価値観、文化の影響

　親和動機：他者と好意的な関係を結び、維持しようとする動機

　　共同作業の効率↑(互いに親和動機高いとき)

　　不安や恐怖な状況下で強くなる。

　　長男・長女で顕著

　　親和動機の高い人…電話、メール、手紙が多い。

　　　　　　　　　　　他人に承認を求め、アイコンタクトが多い傾向

　達成動機：すぐれた目標をたてて、それを高い水準で達成しようとする動機

…人間に強くみられる

　　達成動機の高い人

　　　成功の原因を自分の高い能力や努力に

　　　失敗の原因を努力の欠如に帰属する傾向

　　達成動機の低い人

　　　成功の原因を課題の難しさや運に

　　　失敗の原因を能力の欠如に帰属する傾向
☆内発的動機
　活動すること自体が目標や報酬となっている場合、このような行動を引き起こす動機

　Ex)ダイエットなどのためではなく、走ること自体が好き→走ることが活動動機。

　　活動動機：活動そのものをもとめる動機(走る、大声出すこと自体が快感になるなど)

　　感性動機：適切な刺激作用を求める動機

　　　　　　　Cf)感覚遮断実験；視覚、触覚などを封じられてただ横になっている状況に、

人は長時間耐えられない。

☆好奇・探索・操作動機

　　環境に関心を示し、探索、働きかけをもとめる動機（個人差あり）

　　新奇刺激を求める動機を好奇刺激という。

動機の特徴

＊新奇性と動機は接近、回避の関係
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ちょっとくらい目新しいものが一番好奇をもてる

＊覚醒状態と心的機能の関係

　ヤーキズ・ドッドソンの法則

[image: image5.jpg]REVRA ST
52 L2130
eh1kReA:




＊フラストレーション

　欲求を満たすために行動を妨げられる、遂行途中で阻止された場合は、不快な緊張状態、すなわちフラストレーションが生じる

　　　　　　　対処行動：障害を除去し、目標達成に向く→best

　　→対処法　防衛機制：抑圧、逃避、置き換えなど　…実現不可能な時がworst

　　　　　不適応反応：攻撃、固執、無反応など　…　　　　　　〃　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　→パニックとか。こうならないように幼少期から学ぶ。

○フラストレーション耐性

　　不適応反応を抑制し、フラストレーションを切り抜ける能力

　　成長の過程で、経験し対処の仕方を身につけることが重要。

　　Ex)目標を実現可能なレベルまで下げる

＊コンフリクト；2つ以上の目標(誘因)が存在し、どの行動をとることもできない状況

　　　　　　　　動機づけの葛藤。フラストレーションの原因にもなる

　　○接近―接近型コンフリクト；２つの正の目標(誘因)の場合（そんなに深刻にはなりにくい）
　　　　　　　　　　　　　　　　　例)希望する2社に合格

　　○回避―回避型のコンフリクト２つの負の目標(誘因)の場合
例)試験勉強と留年

　　○接近―回避型のコンフリクト；正と負の目標(誘因)の場合。

　　　　　　　　　　　　　　　　　例)試験勉強と資格

　　　　　　　　　　　　　　　　　一つの要因が正負両面もっていることもある。

錯覚

☆ミューラー・リヤー錯視：同じ長さなのに下のもののほうが長く見える
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理由：人間は網膜の平面に映ったものを無意識に２Dか３Dか分別。その作用によるものか？

左の図形は、奥まったところを表しているように見え

右の図形は、曲がり角を表しているように見える

→左の線の方が遠くにあると認識する→左の方が小さく見えるはずなのに、右と同じ長さに見える→左のほうが長いと解釈

☆エビングハウスの大きさの錯視

真ん中の円は同じ大きさなのに、左の円のほうが大きく見える

☆Sへリングの錯視　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆ツェルナーの錯視　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image7.emf]ツェルナー錯視


☆ポンゾの錯視
同じ長さの２本の直線だが、上の直線の方が長く見える。

→奥行知覚
☆ヘルマン格子

黒の四角形の中に白い格子があるが、交点の部分がグレーの斑点に見える。
☆月の錯視

　地平線の月は、天頂の月よりも平均して15～30％ほど大きく見える

　(地平線は天頂よりも遠くに感じられる？)

　理由：実際より上方向にあるものは近く感じられる

☆主観的輪郭線

　白抜きの三角形が見える。

これはありもしない輪郭を主観的に設定したものである。

☆ネオン拡散効果
ダリオ・ヴァーリンのネオン拡散効果

緑と赤の弧がピンクの正方形の面の錯覚を生みだす。

Cf,色の拡散
☆対比効果…ムンカー・ホワイト効果
周りの配色により見え方が変わる

左の四角形は両方とも同じ灰色である。

☆マッケイの効果
　止まっているものが回転して見える

☆マッカロー効果
　補色による錯視。

　補色(赤ならば青といった反対色)があるとより鮮やかに見える。

図の出典(念のため・・・)

http://www.nikonet.or.jp/spring/sanae/inf_box/sakusi/sakusi.htm
http://www.tsu-cc.ac.jp/yamasemi/06/54-9015/sakushi.html
http://page.freett.com/kiguro/zzz/bekkan/z-sinri/myura.html
http://www.gamt.jp/sasshi/index.html
http://www.kwa.jp/mm/column/eye-8.htm
http://kumonoito.blog66.fc2.com/index.php?q=%A5%C0%A5%EA%A5%AA
○聴覚の錯覚

　マガーク効果

　　耳の情報と目の情報が食い違うことで全く新しい第３の音が聞こえてくる効果

　　例)口の動きが/ga/＋/ba/という音＝/da/という音が聞こえる

○味覚の錯覚

　Ex)スイカに塩

　辛味は味覚？

　甘味、酸味、塩味、苦味、うま味の５つは感じられるが、辛味は痛み(＋匂い)で感じる

○その他

★ストループ効果
　言葉の意味とは異なる色のついた色名単語の色を命名するときに反応が遅くなることを言う

　文字の意味が色の命名に干渉する現象

　　Cf)逆ストループ効果：実際の色が干渉

★カクテルパーティ効果

　特定の情報に選択的な注意を向け、他の情報を無視することができる現象のこと

　例)大きな雑音環境の中での会話においても、相手の話を聞き取ることは可能

　聴覚以外のほかの感覚知覚においても存在する

　例)群衆の中から特定の人を見つける

　　 料理の隠し味をあてる

★幻肢
　事故などで身体の一部を失った人が、失ったはずの手足が存在するかのように感じる症状
　（視覚情報と合わさることによる）

　例）膝下がないのにふくらはぎが痛い

○眼の構造

網膜：眼のスクリーンのようなもの

　　　網膜は層構造を成しており、その一層が視細胞層

盲点：視神経が眼球から外へ出て行く部分には視細胞はない。この部分に結んだ像は見えない。

　　　　（両目で見たり目を動かしたり周囲の像から補完したりしているので実際に気になることはない。）

中心窩：見たい物の像が結ばれる部分(網膜の中心部)

　　　　錐体が密集…高い解像度で鮮明に見るため

　　　　中心窩の周辺では、錐体の密度が低く桿体が多くなるので不鮮明(周辺視)

視細胞

　　　桿体：暗いところで働く。色覚への関与なし。光を感知。

錐体：明るいところで働く、色覚に関与。

　　　　　　さらに「赤錐体・緑錐体・青錐体」にわかれ、それぞれの色の波長に敏感に反応
○順応(明順応、暗順応)

・明順応：暗いところから明るいところに出たときの順応
　　　　　桿体から錐体へと機能が移行する過程で生じる。明順応はごく短時間で成立

・暗順応：明るいところから暗いところに出たときの順応

　　　　　（錐体から桿体へと機能が移行し）桿体の機能が発揮されるようになるまでには時間がかかる。完全に暗順応するまでには30～40分かかる

○対比：　特徴の差が拡大され強調される方向で知覚されること

　　Ex)白い背景上の灰色は暗く、黒い背景上の灰色は明るく見える(明るさ対比)

　　　 青と黄。緑と赤のように補色関係にある色を並べてみると相互に鮮やかさが増す

○図と地の分化、群化
・ある部分を注目すべき部分(図)として、それ以外を背景としてみる(図と地の分化)

　　

Ex)図地反転図形

　　どっちも図、地(背景)にあたる絵(顔とグラスに見えるルービンの絵)

・図柄を見るときカテゴリー化して見ようとする(群化)

　まとまりを形成する要因を群化の要因(ゲシュタルト要因)という→「形」の知覚

　　

Cf)ゲシュタルト心理学：ウェルトハイマー

　近いものを同じグループ

としてみる(近接の要因)
（類同の要因)

(閉合の要因)

○奥行き知覚→以下の4つの項目

・網膜

　網膜上に映し出された２次元画像の情報が脳で処理され、３次元の知覚に

・レンズ

　遠くを見るときには弛緩し、近くを見るときには緊張してレンズ(水晶体)が膨らむ

・輻輳
輻輳（ふくそう）角の大きさにより物の遠近を感知する。
　　　

・両眼視差：近い立体物ほど、両眼の網膜上に映し出される像の違いは大きくなる。
　　視神経は一度集まり(視交叉)再び分かれて外側膝状体へ

　　視交叉は半交叉　　　　　　　　→眼ではなく視野に依存して情報が分離

（右視野、左視野に別れて情報処理）

　　　　　　　　

左視野の情報は右半球に、右視野は左半球に

・運動視差：動いているときの画像のズレ。近くのものほど大きくずれる。

　　　　　　　…自分の動いている方向とは反対に網膜像が流れる。
動きの大小により奥行き感。あまりに遠いと同じ方向にずれているように見える。

・きめの勾配：自分から離れたものの方が密集して見える。（等間隔に床についている模様など）
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・空間の異方性：上方への奥行き知覚が前方のときより近めに感じる→月の錯視
○運動の視知覚

・誘導運動
　暗室内で中央に光点、その周囲に枠をつくる。

枠のほうを動かすと、光点のほうが逆方向に動いて見える。

　Ex)“ビックリハウス”→回っているのは家だが、自分が回っているように感じる

     月と雲

・仮現運動：実際には連続的に動いているわけでない物体について、動く様子が見える。

　Ex)パラパラ漫画

○視覚の発達

・視力の検査

　□選好注視法（一般的）二枚の絵を並べて、どちらを長く見ているか。
　　新しい絵＞古い絵(見たことがある絵、記憶)
　　複雑図形＞単純図形(視力)…どの程度複雑な図形について選好注視がおきるかをみることで、視力を判断する。年齢が進むにつれて、複雑なものを好んでみるようになる。

　□馴化脱馴化パラダイム：

Ex)灰色を見せる→柄を見せる　　　…どちらをよりよく見ているか調べる。

・視力の発達

　3ヶ月で0.01～0.02

　6ヶ月で0.04～0.08

　1歳で0.2～0.25

　2歳で0.5～0.6

　4.5歳頃に1.0程に達する。…十分な視覚経験が必要とされる時期（長期の眼帯は避けるべき)
・眼球運動の発達

　サッケード：眼球の瞬間的運動、予測性の強い眼球運動　生後2,3ヶ月から可能

　　　　　　　Ex)テレビで面白い番組をやっているとパッと見る

　追跡運動：運動する目標を目で追っているときに現れる眼球運動

　　　　　　サッケードより遅れて発達

　　　　　　　Ex)赤ちゃんは初めの数か月、ガラガラなどを目で追えない。
・奥行き知覚の発達

　　視覚的断崖→下が透明なアクリル板でその下に奥行きがあるとき、怖いと思うか

　　衝突回避実験→遠くから物が近づいてきたとき、避けようとするか

　2,3ヶ月ころから奥行き知覚が可能。奥行と怖さを結びつけるのはもう少し後。

・奥行き知覚と両眼視差
　両眼視差が初期の視覚経験で重要→斜視(片目でものを見るくせ)

　ほか、輻輳、きめの勾配、運動視差なども重要な手がかり

○視覚の障害

　斜視：両眼の視線が正しく目標に向かないため、同時に両眼でひとつの物体を捕らえられない

　　　　２％くらいの割合

　　　　→視力、両眼視機能の発達に影響

　　　　斜視で物が二重に見える。(両眼の視線がそろわない)

　　　　→子供は片目だけで物を見ようとする

　　　　→片目の視力△、奥行き知覚△

　　　　　(使わないほうの目が発達しづらい)
 　☆判断の手がかり

　　・飛んでくるボールをつかめない

　　・乗り物酔い

　　・明るいところで片目をつぶる

　　・顔を傾けて物を見る

　　・横目で物を見る

　　・桁を間違えて読む

　弱視：はっきり見ることができない状態が長く続くと、視力の発達が抑えられ、メガネで十分な視力が得られなくなる(矯正視力が0.02～0.3程度)

顔の認識

・普通の図柄とは見方が異なり、情報の処理のされ方も異なる

・人の顔は一瞬にして区別できる。(洋服での区別は難しい)

○顔は特別な刺激
・相貌失認
　よく知っている人物を顔を見てもそれが誰だかわからず、新しい顔を学習することもできない症状

・顔ニューロン
　側頭葉(TE野)や上側頭溝内皮質に存在する、顔のパターンに選択的に反応する細胞

・乳児の顔刺激への興味

　生後２ヶ月ごろから顔への興味が顕著になる

○顔は部分ではなく全体的なまとまりとして知覚される

　→倒立効果

　　チンパンジー、サルでは見られない効果

　　(樹木上で生活)

　サッチャー錯視：正立顔と倒立顔の認識

　　　　　　　　　→部分で処理していない

　 Cf)イヌの専門家vsイヌの素人：イヌの写真で専門家のみ倒立効果あり

　　　倒立効果は熟練者の効果？人間は顔の専門家？

○形態的というより意味的に顔を認識しようとする

　→意味処理優位性効果
　　「形態的特徴を判断する(形態判断)よりも、親しみやすいか否か、外向的か否かなど、顔から受ける印象を判断する(意味判断)ほうが、記憶に残りやすい」

　　自分が属する人種の顔を記憶しやすいものの、他の人種の顔を記憶する際にも、意味判断をしたほうが記憶に残りやすい

・顔は認識しやすい
・瞬時にして多くのことを読み取ろうとする
　性別、年齢、人種、表情、印象(性格)
・顔は記憶にのこりやすい？

　自分の所属する人種や民族の顔は、区別しやすく、かつ、記憶しやすい

・威光効果(光背効果、ハロー効果)

　人がある側面で望ましい(もしくは望ましくない)特徴をもっていると、その評価を全体評価まで広げてしまう傾向のこと。顔でいえば、真面目っぽい顔であれば、仕事を真面目にこなすとはんだんされる(？)
コメント

①評価方法は試験です。

②試験には主に赤字・青字・緑字のところがでます。特に赤字を重点的に覚えてください。黒字の部分もないがしろにはしないでください。

記銘


(符号化)





直感･思い込みによる間違いを防ぎ客観的な事実を導くため、かつ普段分からない無意識の心を明らかにするために調査･実験を行う。








　保持


(貯蔵)





　想起


(検索)





平行な直線に斜めの短い線を書き加えると平行には見えなくなる。
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